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【第１４回
東秩父写友会作品展】

　東秩父写友会では、毎年恒

例の作品展を下記日程で開催いたします。第１４

回目となる今回も、さまざまな場所・場面の多彩

な作品をご用意してお待ちしていますので、皆さ

まふるってお越しください。

　　　　　　　　記

日　時　９月１９日（土）～２３日（水）
　　　　午前９時～午後４時
場　所　東秩父村和紙の里　製造所

図書館からのお知らせ  
　　　　～ 新着図書のご案内～
 
・「天皇の料理番 上・下」　　　　　杉森 久英

・「本能寺の変 431年目の真実」　 明智 憲三郎

・「人生がときめく片づけの魔法」 近藤 麻理恵

・「ピンクとグレー」                加藤 シゲアキ

・「リンゴかもしれない」     ヨシタケ シンスケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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